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巻  頭  言  

韓国 NP の活動に学ぶ 

NPJ/NPC第 3 回交流会議（於：ソウル、NPC事務所） 

2008 年 3月 22日 15：00-22：00 

             理事：奥本京子・事務局長 安藤博 

 

出席者：ＮＰＣからは、パク・ソンギョン（共

同代表）、キム・ソクポン（事務局長）、ほか

6 人、ＮＰＪからは安藤博（事務局長）、奥

本京子（理事）、さらに、ＮＰからエレン・

フルナリ（ジャン・パッションの配偶者でス

リランカ・プロジェクトの評価オフィサー）、

そして、西岡文弘（非会員、ソウルに留学中）

2006 年 11 月のソウルでの第 1 回交流会議、

2007 年 8 月の関西での第 2 回交流会議にひ

きつづき、第 3回目の会議が和気あいあいと

した雰囲気の中で、ソウルのＮＰＣ事務所に

て開催された。まず、30 分ほどＮＰＣから

の報告があり、その後、ＮＰＪからの報告、

次に、フルナリ氏からのスリランカについて
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などの報告があった。質疑応答を経て、歓迎

の食事をいただき、パク、安藤、フルナリ、

奥本のみ事務所に戻ってさらに 22：00 頃ま

で会議を続け、その後、残りのメンバーによ

って夕食から続いていた懇親会へと流れ込

むという形であった。 

 

★ 韓国 NP のメンバーと ★ 

 

当報告では、ＮＰＣが行っている活動などに

ついて、ＮＰＪ会員の皆様にお知らせすべく

叙述することとする。ＮＰＣ事務所の向かい

の教会で毎月行われているピース・フォーラ

ム、ピース・ツアー、年度末総会、毎年の行

事となりつつある（2007 年度は第 3回目）7・

27 平和の船イベント、それに伴う子どもた

ち対象のピース・キャンプ、政府などの政策

に提言するためのシンクタンク・フォーラム、

2007 年 8 月に日本・関西で開催されたＮＰ

Ｊとの交流ツアー、春と秋に 8週間ずつ開催

する非暴力平和アカデミー、クリスチャン・

ピースワーカー・キャンプ、ＮＰＣを含め５

つの団体によって 3日間連続で開催され、次

年度への提案をする平和活動家のワークシ

ョップ、反戦のための東アジア平和会議、フ

ォトジャーナリスト、李時雨（イ・シウ）氏

の釈放活動、ナイロビでのＮＰ総会への参加、

2008 年 1 月に第１回（Level 1）を開催し、

40 名ほどが参加した、ＡＶＰ（Alternative 

to Violence Project）ワークショップ（こ

のプログラムはこれから 3 年間のトレーニ

ングを引き続き開催することでトレーナー

を育成するもの）など、多岐にわたるもので

あった。さらに、今年の 4月末から 5月初旬

にかけて、1 週間の Nonviolent Direct 

Action のトレーニングを計画しており、米

国から非暴力直接行動のトレーナーとして

も名高いジョージ・レイキーとダニエル・ハ

ンターの両氏を招待することになっている。 

 

現在、ＮＰＣには 130名のサポーターがいて、

設立から 5年がたったところである。ＮＰＣ

以外にもたくさんのＮＧＯが存在する韓国

において、ＮＰＣ独自の今後の計画（ビジョ

ン）としては、以下をあげている。 

１． ＮＰＣのミッションとアイデンテ

ィティを再度確認・強化する 

２． ＮＰのミッションと仕事について、

ＮＰＣへ導入する 

３． 平和ＮＧＯや平和活動家の能力開

発を手助けする 

４． 地域の市民による平和運動（特にハ

ンガン地域における）にとっての新しい

モデルを指導する 

５． 東アジア平和共同体構築のために、

さらにＮＰＪと連携し共生プログラム

を構築する 

 

加えて、2008 年度のＮＰＣの総会において

は、「Training Institute for Nonviolence 
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and Peace」を設立することを決定したとい

う。その非暴力と平和のための訓練研究所で

は以下のことを計画しているという。 

＊ トレーナーのトレーニング 

＊ ガンジーのビジョンであったシャ

ンティセーナ（市民の平和の力）を

徐々に実現する 

＊ トレーニング・モデルを開発する：

学習、トレーニングの応用、出版 

＊ 個人的・共同体的生活における、現

実的で具体的な変化をもたらす 

＊ ソフト・プログラムによる平和の村

を創造する 

＊ 国家レベルの平和の仕事をエンパ

ワーし、市民の中に平和を還元する 

 

ＮＰＣが何かを企画するとき、130 名のサポ

ーターのうち、いつも 15-25 人くらいが参加

するという。そのうち、大部分はレギュラー

メンバーであるらしい。ＮＰＣもＮＰＪと同

じく、大勢が集まってどんどん活動が広がっ

ていく・・・というわけには行かない現実が

あるが、大変に前向きな姿勢で積極的に企画

し展開していっている姿に感銘を受けたし

だいである。 

 

さて、ＮＰＣの報告の後に、ＮＰＪからは安

藤氏によって 30分ほど報告された（内容に

ついては、日ごろのＮＰＪニュースレターや

今回の総会報告などに掲載されるので割愛

することとする）。次に、休憩を入れずに、

エレン・フルナリ氏からＮＰＩのミッション

について、活動について、また、ＮＰスリラ

ンカについての報告を受けた。ＮＰＩの仕事

とは、外部の大きな暴力に比較してみると小

さく映るかもしれないが、さまざまな平和を

希求する重要な「声」を市民レベルから政府

レベルに、徐々に、あるいは間接的に伝えて

いくことになるのだということや、スリラン

カの地域の人々が、元来何の「関係」もない

はずのインターナショナルがそこに存在し、

活動するということによって、だんだん信頼

を持ち始めるのだということなど、熱心に語

った。インターナショナルがそこに居るとい

うこと自体が、初めは不審に思っていた（あ

るいは信じられない！といった気持ちを持

っていた）地域の人々を勇気付け、その価値

の意味を知ってくれることになるのだとい

う。これらは、大島みどりさんなどから聞い

ていた話ではあったが、やはりこういった

「実感」を伴う語りを大事にする必要がある

と感じた。 

 

また、今後の会議については、2006 年、2007

年、そして今年と、計 3 回の交流会議を経た

が、2008 年中に再度ソウルでの NPC/NPJ 第 4

回交流会議を開催する可能性も話し合われ

た。NPJ 側から、①NPJ メンバーの多くが、

日程調整がつかないことや不測の緊急事態

が生じたことなどにより、今回の会議に参加

できなかったのを残念に思っている、②ＮＰ

Ｃ側は各種の会議・行事が重なり、この３月

という時期以外には日韓交流の機会を作る

ことは難しいとのことだったが、そうした会

議などの一つに NPJが参加することにより、

改めて交流の機会をつくってはどうか、③特

に、NPC 側が重視する非暴力トレーニングを、

日韓協力してなるべく参加者を得やすい  












































